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タ
イ
ト
ル
：『
汐
製
菓
会
社
の
新

作

3
9
 

ビ
ス
ケ
ッ
ト6

』 

 

登

場
人
物 

•
 

汐

（
し
お
） 

3
0

代

。
汐

製

菓

会

社

の
社

長

。「

面

白

き
こ

と
も
無

き
世

を
面

白

く
」
を
信

条

と
す
る
奇

抜

な
ア
イ
デ
ア
マ
ン
。
楽

観

的

で
い
つ
も
自

信

満

々
だ
が
、
そ
の
発

想

は
周

囲

を
巻

き
込

む
。 

•
 

塩

田

（
し
お
た
） 

3
0

代

。
汐

の
秘

書

で
、
真

面

目

で
几

帳

面

。

お
菓

子

が
大

好

き
で
会

社

に
就

職

し
た
が
、

社

長

の
突

飛

な
発

想

に
日

々
悩

ま
さ
れ
て
い

る
。
だ
が
、
結

局

い
つ
も
協

力

し
て
し
ま
う
。 

•
 

外

国

人

バ
イ
ヤ
ー
た
ち 

ア
メ
リ
カ
人

、
フ
ラ
ン
ス
人

、
ド
イ
ツ
人

、
中

国

人

、
イ
ン
ド
人

な
ど
、
国

際

食

品

展

示

会

で



 

2 

 

登

場

。
文

化

的

な
ギ
ャ
ッ
プ
か
ら
生

ま
れ
る
リ

ア
ク
シ
ョ
ン
が
面

白

い
。 

 

第

1

幕

：
新

商
品
企

画
会
議

（1
5

分
） 

場

所

：
汐

製

菓

本

社

、
社

長

室 

（
大

き
な
窓

か
ら
外

の
景

色

が
見

え
る
社

長

室

。

机

の
上

に
は
い
く
つ
か
の
試

作

品

が
置

か
れ
て
い

る
。
） 

汐

：「

塩

田

く
ん
！

次

の
商

品

が
閃

い
た
よ
！

」 

（
汐

は
突

然

椅

子

か
ら
立

ち
上

が
り
、
興

奮

し
た
表

情

で
塩

田

に
向

か
う
。
） 

塩

田

：「…
…

ま
た
で
す
か
、
社

長

？

今

度

は
何

を

思

い
つ
い
た
ん
で
す
か
？

」 

（
塩

田

は
明

ら
か
に
困

惑

し
て
い
る
が
、
慣

れ
て
い
る

様

子

。
） 
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汐

：「

今

度

の
目

玉

は…
…

『

豆

腐

味

の
ビ
ス
ケ
ッ

ト
』
だ
！

」 
塩

田

：「…
…

え
？

豆

腐

？

」 

（
驚

い
て
聞

き
返

し
、
固

ま
る
。
） 

汐

：「

そ
う
だ
！

健

康

志

向

が
世

界

的

に
広

が
っ
て

い
る
今

、
豆

腐

味

は
革

命

的

だ
！

甘

さ
控

え
め
で
ヘ

ル
シ
ー
、
そ
れ
で
い
て
サ
ク
サ
ク
の
食

感

だ
！

」 

（
自

信

満

々
の
汐

。
） 

塩

田

：「

い
や
、
豆

腐

っ
て
甘

く
な
い
で
す
し…

…
ビ

ス
ケ
ッ
ト
と
し
て
ど
う
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

」 

（
塩

田

は
慎

重

に
質

問

を
投

げ
か
け
る
。
） 

汐

：「

そ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
だ
よ
！

甘

さ
控

え
め
、
で
も

満

足

感

が
あ
る
！

こ
れ
な
ら
世

界

中

の
健

康

志

向

の
人

々
に
大

ウ
ケ
だ
！

」 

（
汐

は
得

意

げ
に
胸

を
張

る
。
） 
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塩

田

：「…
…

え
っ
と
、
名

前

は
ど
う
す
る
ん
で
す

か
？

」 
（
塩

田

は
恐

る
恐

る
聞

く
。
） 

汐

：「

名

前

か…
…

『

ビ
ス
豆

腐

』
？

い
や
、
も
う
少

し
ひ
ね
り
が
欲

し
い
な…

…

『

豆

ス
ケ
ッ
ト
』
！

い
や
、

『

ヘ
ル
シ
ー
ビ
ー
ン
ビ
ス
』
！

」 

（
汐

は
勢

い
良

く
名

前

を
次

々
と
提

案

す
る
。
） 

塩

田

：「

社

長

、
そ
れ
、
も
う
ビ
ス
ケ
ッ
ト
じ
ゃ
な
く
て

豆

腐

そ
の
も
の
の
よ
う
な…

…

」 

（
内

心

た
め
息

を
つ
く
塩

田

。
） 

 

第

2

幕

：
試

作
開
始

（2
0

分

） 

場

所

：
汐

製

菓

本

社

、
試

作

室 

（
汐

と
塩

田

が
試

作

室

に
到

着

し
、
開

発

チ
ー
ム
が

ビ
ス
ケ
ッ
ト
の
試

作

を
始

め
る
準

備

を
し
て
い
る
。
） 
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汐

：「

さ
っ
そ
く
豆

腐

を
用

意

し
よ
う
！

」 

（
汐

が
手

を
こ
す
り
な
が
ら
試

作

を
始

め
る
。
） 

塩

田

：「

社

長

、
豆

腐

は
お
菓

子

の
材

料

と
し
て
は

難

し
い
で
す
し
、
パ
サ
パ
サ
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す

か
？

」 

（
塩

田

が
心

配

そ
う
に
提

案

す
る
。
） 

汐

：「

そ
ん
な
こ
と
な
い
！

大

丈

夫

だ
！

む
し
ろ
新

し
い
食

感

が
生

ま
れ
る
さ
！

」 

（
汐

は
全

く
気

に
せ
ず
に
作

業

を
進

め
る
。
） 

塩

田

：「

あ
の
、『

納

豆

キ
ャ
ン
デ
ィ
』
の
と
き
も
同

じ

こ
と
を
言

っ
て
ま
し
た
け
ど…

…

」 

（
塩

田

が
過

去

の
失

敗

を
思

い
出

し
、
顔

を
し
か
め

る
。
） 

開

発

担

当

A

：「

試

作

完

了

で
す
。
焼

き
上

が
り
ま

で
少

し
お
待

ち
く
だ
さ
い
。
」 

（
開

発

チ
ー
ム
が
ビ
ス
ケ
ッ
ト
を
オ
ー
ブ
ン
に
入

れ

る
。
） 
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塩

田

：「…
…

こ
れ
、
ど
う
な
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。
」 

（
不

安

そ
う
な
塩

田

。
） 

 

第

3

幕

：
試

食

（15

分

） 

（
ビ
ス
ケ
ッ
ト
が
焼

き
上

が
り
、
汐

と
塩

田

が
試

食

を
す
る
。
） 

汐

：「

さ
あ
、
塩

田

く
ん
！

ま
ず
は
君

が
食

べ
て
み
て

く
れ
！

」 

（
汐

が
意

気

揚

々
と
ビ
ス
ケ
ッ
ト
を
差

し
出

す
。
） 

塩

田

：
（
一

口

食

べ
る
）「…

…

ん
、
こ
れ
は…

…

う

ー
ん…

…

」 

（
塩

田

は
微

妙

な
顔

を
し
て
口

の
中

で
転

が
す
。
） 

汐

：「

ど
う
だ
？

新

し
い
味

覚

の
革

命

だ
ろ
う
！

」 

塩

田

：「

正

直

、
豆

腐

の
味

が
強

す
ぎ
て…

…

し
か

も
全

部

水

分

が
奪

わ
れ
る
感

じ
が
し
ま
す…

…

」 

（
塩

田

が
水

を
ゴ
ク
リ
と
飲

む
。
） 
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汐

：「

そ
れ
が
健

康

さ
だ
よ
！

余

分

な
糖

分

は
一

切

な
し
！

こ
れ
ぞ
ヘ
ル
シ
ー
な
ビ
ス
ケ
ッ
ト
！

」 
塩

田

：「

で
も
、
水

が
な
い
と
食

べ
ら
れ
ま
せ
ん

…
…

」 

（
塩

田

が
さ
ら
に
水

を
飲

み
干

す
。
） 

 

第

4

幕

：
国

際
食
品

展
示
会

（2
0

分
） 

場

所

：
国

際

食

品

展

示

会

、
汐

製

菓

の
ブ
ー
ス 

（
汐

と
塩

田

が
世

界

中

の
バ
イ
ヤ
ー
に
新

商

品

を

紹

介

。
各

国

の
バ
イ
ヤ
ー
が
興

味

を
持

ち
な
が
ら

も
、
不

安

そ
う
に
ビ
ス
ケ
ッ
ト
を
試

食

す
る
。
） 

汐

：「L
a

d
ie

s
 a

n
d

 g
e

n
tle

m
e

n
! T

h
e

 fu
t
u

re
 o

f 

b
is

c
u

it
s
 is

 h
e

r
e

! In
tro

d
u

c
in

g
…

 th
e

 o
n

e
 

a
n

d
 o

n
ly

 

‘T
o

fu
 B

is
c

u
it

’!

」 

（
汐

が
誇

ら
し
げ
に
商

品

を
紹

介

。
） 
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バ
イ
ヤ
ーA

（
ア
メ
リ
カ
人

）
：「

ト
ウ
フ
？

ビ
ス
ケ
ッ

ト
？

ど
う
や
っ
て
食

べ
る
ん
だ
？

」 
（
疑

問

を
抱

き
な
が
ら
試

食

す
る
。
） 

バ
イ
ヤ
ーB

（
フ
ラ
ン
ス
人

）
：「

豆

腐

は
甘

く
な
い
は

ず
で
す
け
ど…

…

こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
？

」 

（
フ
ラ
ン
ス
人

バ
イ
ヤ
ー
が
一

口

食

べ
る
。
） 

バ
イ
ヤ
ーC

（
中

国

人

）
：「

ヘ
ル
シ
ー
だ
け
ど
、
味

が

薄

い
か
な
？

」 

（
中

国

人

バ
イ
ヤ
ー
も
試

食

。
） 

バ
イ
ヤ
ーD

（
ド
イ
ツ
人

）
：「

こ
れ
は
パ
ン
の
代

わ
り

に
な
る
か
も
！

」 

（
ド
イ
ツ
人

バ
イ
ヤ
ー
が
納

得

し
た
顔

を
す
る
。
） 

バ
イ
ヤ
ーE

（
イ
ン
ド
人

）
：「

こ
れ
、
ス
パ
イ
ス
を
入

れ

れ
ば
も
っ
と
良

く
な
る
！

少

し
刺

激

が
欲

し
い

な
。
」 

（
イ
ン
ド
人

バ
イ
ヤ
ー
が
ス
パ
イ
ス
の
可

能

性

を
語

る
。
） 
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塩

田

：「…
…

ビ
ス
ケ
ッ
ト
の
方

向

性

か
ら
だ
ん
だ
ん

外

れ
て
い
っ
て
ま
す
よ
ね…

…

」 
（
心

配

顔

の
塩

田

。
） 

 

第

5

幕

：
国

際
的
な
反

応

（1
5

分

） 

場

所

：
汐

製

菓

本

社

、
オ
フ
ィ
ス 

（
展

示

会

後

、
汐

と
塩

田

が

S
N

S

や
レ
ビ
ュ
ー
サ
イ

ト
で
の
反

応

を
確

認

す
る
。
） 

塩

田

：「

社

長

、S
N

S

で
豆

腐

ビ
ス
ケ
ッ
ト
が
バ
ズ
っ

て
ま
す
！

」 

（
塩

田

が
モ
ニ
タ
ー
を
指

差

す
。
） 

汐

：「

見

ろ
！

や
っ
ぱ
り
俺

の
ア
イ
デ
ア
は
世

界

を

動

か
し
た
ん
だ
！

」 

（
汐

は
喜

ぶ
。
） 

ア
メ
リ
カ
人

消

費

者

：「I n
e

e
d

e
d

 t
h

re
e

 

g
la

s
s
e

s
 o

f w
a

te
r
 t

o
 fin

is
h

 it
. 
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#
D

ry
B

u
t
H

e
a

lth
y

」 

（
ア
メ
リ
カ
人

の
消

費

者

の
レ
ビ
ュ
ー
が
表

示

さ
れ

る
。
） 

フ
ラ
ン
ス
人

消

費

者

：「

バ
タ
ー
が
も
っ
と
欲

し
い

わ
。#

N
e

e
d

s
M

o
r
e

B
u

tte
r

」 

（
フ
ラ
ン
ス
人

の
消

費

者

が
コ
メ
ン
ト
。
） 

中

国

人

消

費

者

：「

健

康

に
は
い
い
け
ど
味

が
薄

い
。#

健

康

第

一

」 

（
中

国

人

の
投

稿

も
次

々
に
表

示

。
） 

塩

田

：「

反

応

が
微

妙

な
も
の
も
あ
り
ま
す
ね

…
…

」 

汐

：「

い
い
ん
だ
！

次

は
も
っ
と
進

化

さ
せ
て
、『

ス
パ

イ
ス
豆

腐

ビ
ス
ケ
ッ
ト
』
に
挑

戦

だ
！

」 

（
次

の
ア
イ
デ
ア
を
既

に
考

え
始

め
る
汐

。
） 

 

結

末

：
次
な
る
挑
戦

（5

分

） 
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汐

：「

次

は…
…

『

納

豆

味

キ
ャ
ン
デ
ィ
』
に
挑

戦

だ
！

」 
塩

田

：「

も
う…

…

勘

弁

し
て
く
だ
さ
い…

…

」 

 

終

わ
り 

 


